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m
ニ

十

卷(

I
JL
O

I
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刊

籾

介

m
十一

號

ご
ユ
卞

「
勞
«
法
硏
究」

の
第
三
の
論
文
：は

「『

勞
働
組
合
取
締
法
案
.

』

を
評
す」

ど
題
し
、
政
府
の
最
後
の
勞
働
鈕
合
法
案 

即
ち
所
^
政
府
截
宠
案
に
對
す
る
批
評
で
あ
る
。
之
に

t

於
て
は
先
づ
著
者
は
法
案
が
行
政
調
^
會
の

「

審

議

に

か

け

 

it
i
れ
た
-
 ̂

V 」

夫
自
身
の
妥
當
さ
に
つ
い
て
甚
し
き
疑
問
を
有
す
る」

.こ

.(
£
を
明
か
.に
.し
、
：
大
體
前
論
の
要
旨
を
踏
襲 

し
て
：第

I

に

「
同j

又

、

V

類
似
ノ
職
業
又
ハ
爺
業
ノ
勞
働
者j

に
あ
4
さ
れ
ば
紐
合
を
組
織
し
得
ざ
る
こV 」

、

第
二 

に
a
合
の
S
的
に
關
す
る
规
定
*
屈
出
義
務
、
.組
合
の
總
て
を
法
人
ど
す
る
規
定
が
著
し
く
原
案
ビ
興
％
こ
.ビ
、
次 

に
法
案
第
十
四
條
が
M
案
第
二
十}

條
及
び
第
十
二
條
を
骨
拔
さ
規
定
た
ら
し
め
た
る
こ
ビ
、
最
後
に
取
締
泥
宠
の 

嚴
m
な
る
こ
气
殊
に
解
散
规
樂
第
十
九
條)

に
：對
し
て
.は「

絕
對
的
.に
.解
散
命
令
：を
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
な
い」

(

ニ 

六
六
S

,ビ
極
論
し
ノ

最
後
に
資
本
家
に
向
ひ「

彼
等
若
し
勢
働
問
題
を
論
せ
ん
ビ
欲
す
る
な
ら
ば
先
づ
そ
の
資
本 

家
：本
位
な
る
產
槳
舰：

を
棄
：つ
.ベ
き
ノ 

.
iを
耍
求
せ
ざ
.る
を
得
な
い」

：.

(

ニ
六
八
頁)

"又「

警
察
當
局
が
«
ら
社
會
治
安 

の
M
地
に
の
み
捉
は
れ
,T
勞
働
組
合
を
觀
察
せ
ん
S
す
る
が
如
き
は
偶
過
渡
的
現
象
：
し
て
生
T
る
闘
帮
現
象
の
實 

相
を
理
解
せ

ざ

る

の

致
す
處
で
ぁ

b

、

又
m

事
當
局
者
が
專
ら
國
防
的
見
地
ょ
ゎ
勞
働
者
♦の
組
織
化
を
#
せ
ん
ど
す 

る
が
.如
会
は
、
彼
等
の
淺
薄
な
る
社
«
|1
に
ヾ
し
ら
は
れ
て
勞
慟
組
合
運
動
の
眞
面
目
を
理
解
し
得
ざ
ム
も
の
で
あ
つ

.て
"

s

f
纏

？

愛
國
心
S

は
れ
T

f
に
？

の

醫

心

を

雪

ん

f

る

彼

筆

常

S

S
に
外
な

ら
な
い
の
：で
あ
る」

0
1

七1

1
:ニ
七
ニ
0,
}マ

」

論
破
し
て
ゐ
る
。

.

以
上
は「

勢
働
法
硏
究
转
於
对
：名
最
初
の
三
.篇
の
耍
旨
で
あ
る
。
固
ょ
ぅ
末
弘
博
士
の
'此
新
著
に
は
：此
三
篇
以
外 

に
间
數
筒
を
收
錄
し
て
ゐ
る
。「

然
し
叙
上
に
ょ
り
て
も
隗
士
の
言
は
ん
ぐJ

欲
す
る
ー
班
を
窺
ふ
に
见
る
で
あ
ら
ぅ
。 

從
跟
刊
行
せ
ら
れ
た
る
勞
働
法
，に
®]
す
る
邦
書
が
多
ぐ
は
解
釋
法
學
的
所
產
に
過
ぎ
ぎ
る
時
に
於
て
、
偶
々

時

を

隔

 

つ
る
.こ
ビ
少
く
し
て「

日
本
勞
働
紐
合
法
案
硏
览

J

ち
勞
働
法
W ;

览」

ミ
の
一

一
個
の
勞
作
を
得
た
•る
を
欣
快
さ
し
て
卒 

爾
茲
に
紹
介
の
筆
を
轨
々
た
る
次
第
で
あ
る
。
ハ
大
止
十
五
年
十
^
十
八
日)

.Vvliliam: G
o
d
w
i
n

 

の

--
-
-七
九
三
年
の
著
作
，A

n

 

E
n
q
u
i
r
y

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

p
o
l
i
t
i
c

 Jus:tfce'and 

ifs 

Influence 

o
n General 

Virtue 

a
n
d

 

Happiness.」
(

：初
版
> 

が
.此
度 

R
a
y
m
o
n
d

 

A
.

 

Preston 

に
よ
-
C
N
a
刻
^
ら
t
^
六 

M 
ニ 

卷
通
計
五
西
六
十
ニ
0
の
も
.の
：ご
し
つ
て
出
版
せ
ら
れ
な
。
伹
し
兩
卷
栏
旦
つ
て
計
十一

節
が
街
略
せ
ら
れ
て
居
る 

併
し
出
版
者
の
記
す
如
く
"
主
く
し
て
«
略
せ
ら
れ
た
る
讎
所
《
政
治
的
考
察
ビ
ぃ
ふ
よ
り
は
•寧
ろ
形
而
上
學
的
考 

綠
の
部
分
で
あ
り
、
就

中

H
a
a
e
y
,

 

Hurp,e, 

He.1vettus 

•等
の
學
說
の
.摘
記
に
過
ぎ
ぬ
部
分
で
あ
る
。
而
し
て
此
等 

.の
節
は
.，

n

ド
冲
ン
自
身
も
亦
謂
過
し
て
差
支
へ
な
さ
部
分
で
あ
^
事
を|

|

め
て
居
.た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
主
論
を 

池
.る
上
に
毫
も
不
都
合
を
感
せ
し
め
な
.ぃ
で
あ
ら
ぅ
,
鬼
に
灼
>
狻
人
に
多
大
の
影
響
を
與
へ
>
種
々
の
意
味
に
於 

.
ぼ
嫉
だ
11
1
耍
な
る
意
義
を
葙
す
石「

政
濟
的
正
蒸」

の
如
き
著
作
が
ノ
今
日
迄
重
版
せ
ら
る
、
事
が
な
か
つ
.た
ど
ぃ
ふ 

こ
2
は
後
學
に
多
大
の
不
便
を
感
检
し
め
て
居
た
の
で
あ
^
か
ら
、
本
書
.の
出
版
は
洵
に
欣
快
の
事
ど
运
は
な
ィ
て 

.は
な
ら
な
い
？ 

'

.
V

Vド
ヰ
シ
の
著
作
程
當
時
.の
.英
國
思
想
界
に
深
甚
*
る

影

響

を

及

ぼ

せ

へ

る

も

の

.M
 

w
i
m
l
.

 

H
s
l
s 

は
次
の
如
ぐ
記
し
て
居
石
"
':
:

:

.:-
;
:
4 

.

.

:
.r
H
a
b
i
a
z
e
d 

u
p

 

as 

a

 

sun 

in 

the 

n
r
m
a
3
e
n
t

 

of 

r

a.;plitatIQn; 

q
o!.on

e

 

w
ac/
)
-3
0H
.n
>
-
£
0̂̂ 

o
f
.

 

m
o
r
e

 

I
b
o
k
e
d

 

,:up 

to' m
o
r
e

 

s
o
u
g
h
t

 

after, 

s
a 

^
3
0
- 

w
a
s

 

not 

far 

o
r̂
e

H

t-
r
o»
s
pH-
i
t 

o

f

>

g

^

:

.■1 

-

.

，時
恰
も
佛
關
阿
琯
命
に
よ
.つ
て
揚
げ
、セ
れ
た
る
抑
滕
的
特
權
階
級
に
對
す
る
挑
戰
の
烽
火
が
、
白
熱
的
火
®
の
勢 

.
ひ
を
以
て
全
歐
羅
巴
を
席
卷
し
：つ
、

あ
る
の
時
：代
.で
あ
?
セ
。
©

_
、
平
等
、1«
:愛
の
想
想
に
結
合
せ
る
時
代
の
^

#

.的
精
_
は
膨
湃
ビ
し
て
對
岸
大
英
帝
國
に
_
來
；し
、
.英
國
に
於
け
る
1
凼
见
想
象
.等
も
亦
擧
つ
て
政
治
^

&
寧
の
㈨

- 

.

.

.

. 

;
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ニ

十
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谘ii

十

猪

a

五〇
S

D

新
刊
紹
介 

第
十
1
號

一
三
<

題
を
論
じ
允
。
而
し
て
主
ど
し
て
王
制
d
共
和
制
ヒ
が
對
比
せ
ら
れ
，
そ
：の
'孰

：
れ

に

：據

る

可

き

か

 

< 喧
し
く
論
議
せ 

ら
れ
た
。
然
る
に
ゴ
ド
ヰ
ン
は
此
等
の
諸
論
を
超
絶
し
、
雄
渾
な
：る
*
致
を
以
て
：一

切
0
政
治
的
形
態
に
對
し
て
峻 

酷
に
し
て
假
借
な
き
否
定
的
論
斷
を
加
へ
、
混
.沛
た
.る
®
想
界e

:

一
大
セ
y

セ—

シ
ョ
ン
を
與
へ
た
.の
で
あ
る
。

ゴ
ド
ヰ
ン
の「
政
治
的
正
義」

も
亦
明
に
佛
|1
西
大
革
命
の
一
康
物
で
あ
つ
た
。
而
も
そ
は
同
時
に
無
耽
府
主
義
學 

說
を
最
初
に
系
統
立
：T
た
る
劃
時
代
的
著
作
で
あ
る
。
政
府
は
；不
必
要
.な
る
害
惡
で
.あ
る
e

Q
ii
念
は
夙
に
希
®
及 

び
中
世
の
學
者
並
に
偶
々

F
r
e
n
c
h

 

E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
s
t

の
姐
想
の
中
に
»
の
创
意
を
.發
す
る
も
の
で
あ
り
、
a

つ
挪 

政
府
主
義
な
る
名
辭
は
五
十
年
の
後
- Q

U

orst-ce 

q
c
e
〗a

 P
3
p
r
i
6
t
6

 

?
く
の
著
者P

r
o
u
d
h
o
n

に
よ
つ
て
初
め
て
用
 

ひ
ら
れ
た
：る
も
の
で
あ
る

が

、

而
も
遺
箇
の
思
想
を
總
括
じ
て
初
めP

理
論
的
無
政
府
虫
義
を
樹
立
し
た
る
は
實
に 

ゴ
ド
牛
ン
が
此
の

「

政
治
的
正

_」
に
於
て

<
あ
つ
た
。

ゴ
ド
キ
>
は
»
猶
に
现
存
す
る
最
も
顯
著
尨
る
害
惡
.を
指
摘
し
*
政
治
上
の
諸
制
規
、/
J®r
成
の
財
產
制
度
ミ
が
、 

如

lr
i
)
'に
一
切
の
罪
惡
を
生
ひ
源
泉
で
4)
A

i

人
類
を
瞭
落
せ
し
む
る
«
ゅ
る
犯
罪
の
溫
床
で
あ
る
か
を
鬧
叫
せ
ん
S
 

L
て
居
る
。
彼
に
.よ
れ
ば
人
間
は
生
れ
乍
ら
に
し
て
性
善
で
も
性
惡
で
も
な
い
。
.
入
間
の
德
性
は
W
•ら
外
部
の
®
境 

に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
o 

>
然
る
に
外
部
の
環
境
は
今
H
人
爲
的
制
度
に
よ
つ
て
腐
敗
喷
落
を
極
め
て
居
る
。
到
る
處 

.に
不
正V

J

不
平
等V

J

が
存
在
し
，
贫
者
の
®
窮
ビ

不
滿
ほ
富
考
の
倨
傲>J;

篡
奪
ビ
に
對
立
し
，
»
制
ど
隸
膦
ビ
が
，並 

び
存
^
る
。
而
し
て
政
治
的
制
度
ど
法
#
は
如
何
に
這
般
.の
、寄
惡
を
助
長
し
つ
、
あ
る
乎
0 

.ゴ
ド
ヰ 

> 
の
理
想
S
す
る
'社
會
は
法
律
な
ぐ
，
政
府
な
ぐ
、
'
一，切
の
强
制
的
權
力
な
く
、
各
人
は
现
性
の
瘍
ぐ
所 

(:
從
つ
て
興
の
判
斷
ど
行
動
^
を
誤
る
こV

J

な
き
社
#
で
あ
る
。
富
を
平
等
に
享
有
す
る
ビ
共
に
各
人
が
其Q

勞
働 

を
均
分
す
る
所
の
共
爺
祉
會
に
あ
り
て
は
、
各

人j

日
半
.時
間
の
勞
働
に
よ
つ
て
優
.に
生
活
必
髂
品
の
全
部
を
生
產 

し
得
て
捣
人
共
に
物
質
的
徵
富
の
裡
に
生
活
し
得
可
く
、
物
質
的
籍
慮
よ
り
解
放
さ
れ
た
る
精
神
は
潴
極
の
理
想
に 

向
つ
て
自
11
:
1の
廣
砰
を
飛
翔
し
、
人
類
は
.其
の
完
成
に
向
っ
て
不
斷
0,
»(
步
.を
遂
げ
る
で
ぁ
ら
ぅ
ビ
云
ふ
の
で
ぁ

る
C
理
性
に
信
賴
す
る
事
斯
の
如
く
篤
く
、

一

切
の
社
#
的
害
惡
の
根
源
を
專
ら
人
爲
的
制
度
に
歸
せ
し
め
、
從
つ 

て
理
想
祉
會
の
實
現
に
關
し
て
甚
だ
樂
«
的
見
解
を
抱
持
せ
る
ゴ
ド
ヰ
ン
の
M

想
は
、

か
の
一
扨
の
諸
惩
を
個
人 

の
本
能
性
に
出
づ
る
ど
M

念
せ
るM

a
l
t
h
u
s

の
所
說VJ

正
に
相
對
峙
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
ゴ
ド
4
ン
に
對
す
る 

M
a
l
t
h
u
s

 

:

の
批
評
が
有
名
な
る「

人
口
論」

の
誕
生
ど
な
つ
た
事
情
は
.、
今
页
霄
ふ
迄
も
な
く
周
知
の
事
に
屬
す 

る
。
而
もM

a
l
t
h
u
s

は
、
Iゴ
ド
牛
>
.が
理
性
の
力
を
過
信
し
た
る
を
見
て
、
之
を
矯
め
ん
が
た
め
に
反
つ
て
自
ら
情 

慾
の
力
を
強
調
す
る
に
失
し
た
る
に
氣
付
き
•「

人
口
論」

第
二
版
以
後
に
於
て
道
徳
的
抑
制a

m
o
r
a
l

 

re. train
て 

の
一
項
目
を
揭
•け
.、
舉
竟
人
間
の
理
性
に
訴
ふ
る
-

に
ょ
つ
て
社
會
0
禍
#
を
除
去
.せ
ん
ど
し
た
の
で
あ
る
•か
、 

之U

反
し
、

ゴ
ド
ヰ
ン
が
n
政
治
的
正
義
，，以
後
の
箸
作
に
於
て
人
間
の
感
情
を
次
第
に
重
：視
す
る
に
至
れ
るv

j

は
" 

彼
此
對
照
し
て
典
味
深
き
も
0-
あ
る
を
覺
え
し
め
る
0

.

.

i

1
切
の
國
家
的
權
カ
を
否
定
し
て
無
政
府
主
義
的
.理
論
を
說
ぐ
ゴ
ド
冲
ン
の「

政
治
妳
_

が
，
當
時
念 

進
的
思
想
を
畏
怖
す
る
こ
ど
甚
だ
し
か
つ
た
英
國
當
路
者
の
忌
諱
に
觸
れ
な
か
つ
た
の
は
一
奇
で
あ
る
U
而
し
て
其 

の
最
も
大
な
る
理
由
：の 

一
.つ
は
"
本
書
が
餘
り
に
高
憤
で
あ
つ
た
が
爲
め
で
あ
るV」

云
ふ
に
至
つ
て
は
更
に
奇
で
あ

:
る
o
本
書
の
初
版
は
高
愤
な
な
四
折
判
ー
0

I

A

V

0

P

P

そ
の
價
格
は
三
ギ
ニ (

一

ギ
チ
は
.ニ
十
一
志)

で
あ
つ
た
。 

Pii
v
y

 

c
o
u
n
c
i
l

で
此
の
著
作
が
問
題
に
な
つ
た
時
、
p
r-
-
tが「

三
，ギi

一
の
書
藉
'が
三
志
.の
餘
裕
も
持
た
ぬ
人
々
の
間 

に
決
し
て
多
大
の
害
怨
を
與
へ
る
こ
さ
は
出
來
ぬ」

V」

云
つ
たV」

い
ふ
.事

は
有

名

な

：物

語

ち

V」

し
て
傅
べ
ら
れ
て
居 

る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
"
初
版
四
千
部
は
賣
り
®
さ
れ
、
I

の
所
謂
H
志
.の
餘
裕
も
持
た
ぬ
勞
働
者
等
は
互
に
據
金 

し
て
之
を
求
め
た
の
で
あ
ふ
。爾
後
七
九
六
年
に
修
正
：第
二
版(

同
年
*
同

版

に

依

：る

K

 
メ

リ

方

版

がPhiladelphia 

に
て
出
版〕

、i

七
九
八
年
吏
に
修
正
せ
ら
れ
て
第
三
版
が
上
粹
せ
ら
れ
た
"

d

x
 Be

e
r

に
依
れ
ば
チ
ャ
ー
チ
ス
ト 

驱
励
の
Q
熱
化
せ
る

一
八
四
三
年
の
交
に
第
四
版
が
出
版
せ
ら
れ
たV

い
ふ
。

;

A 

s

s

f

y 

of British S
0
d
a
l
i
5
m
、

 

vol. 

I. 

p. 

1
1
4
.
)

併
し
第
二
版
以
後
の
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疋
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於
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、
彼
に
加
へ
ら
れ
た
る
非
難
を
顧
慮
し
て
論
調
が
著
る
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し
ぐ
緩
和
せ
ら
れ
、
初

版
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,
:見
る
論
&
の
精
銳
名
_
達
せ
が
尠
な
か
ら
す
失
は
れ
て
&
る

;°

,
?
版

S
修
正
.版
並
に
爾
餘
の
著
作
|

<
比
較
し
て
論
評
す
可
§
點
.が
少
な
<
な
い
:0
又
之
.に
關
聯
し
て「

政
治
办 

IE
義J

公
'

H
2
2

後の凝̂
:コトヰ

ン

の
性
格VJ

交
友
、
不
遇
な
6
し
其
の
晚
年
、
並
に
時
人
後
人
に
及
ぼ
せ
る
影 

;«
等
に
.關
し
て
潯
ふ
可
さ
事
は
麟
る
多
い
。
併
し
此
等
；の
事
愦
に
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て
は
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卷
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文 
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t
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知
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出
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？
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に

「

政
治
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聯
し
て
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K
肀

ン
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Transactions 

of the 

Connecticut 

A
c
a
d
e
m
y
,

 

v
o
l
.
I
X
.

に
愒
げ
ら
れ
た 

Fisher 

の
如
上
の
學 

位
論
文
が
數
學
派
經
濟
擧
に
.於
け
る
不
朽
の
名
著
な
る
事
は
周
く
人
の
知
る
ヾ」

こ
ろ
で
あ
つ
て
、

こ
の
學
派
に
]1
す 

る
著
書
に
し
て
之
に
言
及
せ
ざ
る
は
稀
で
あ
る
。
然
る
に
爾
後
絕
版
ど
な
り
、
徒
ら
に
名
の
み
高
く
し
.，て
親
し
く
之 

を
播
讀
す
る
機
會
は
容
易
に
得
ら
れ
な
ぐ
な
つ
た
u Jacques 
. M

o
r
e
t

は
そ
の
著
，
L
a
m
p 一
 
o
i des 

math£matiqwes 

en 

6conomie 

p
&
t
i
q
u
e
”

 1
9
1
5
.
.

に

於

て「

右
の
#.
は
書
肆
を
涉
獵
す
る
も
得
べ
.か
ら
ず
，
圖
書
館
ど
雖
も
之
を
具 

ふ
る
は
稀
で
あ
る」

V
J

'®
摘
し
、
斯
く
て1

一
年
後
のI

九」

七
年
に
は
自
、b
 ̂J

の

佛

譯(Recherches 

math6mati— 

ques 

_
g
r

la 

thlode 

d
e
l
a

 

valur 

et 

des 

prix.)

を
世
に
提
供
し
た
。
併
し
こ
の
*
譯
.マ」

雖
も
餘
6
喪
く
は
行
き 

:

日一

つ
.て
脖
ら
ぬ
ら
し
い
0
か
.> 
る
次
第
で
ぶ
る
炉
ら
原
書
の
«
び
世
に
現
は
れ
ん
^
は
此
の
方
而
に
興
味
を
抱
く
者 

の

爾

レ

：く#
盟
す
る
^
こ
ろ
で
.あ
つ
た
> 
そ
し
て
こ
の
希
望
は
本
嘗
が
最
近
K :

を
大
學
版
ビ
し
て
饵
版
せ
ら
る
、 

祺
に
依

0
て
滿
た
さ
れ
た
_

で
あ
る
。
氏
は
新
版
の
序
文
に
再
版
の
次
第
を
述
べ
て
次
の
如
ぐ
言
つ
て
ゐ
るo 「

數
學 

膨
經
濟
學
者
は
本
瞽
の
洱
刊
を
頻
り
に
»
吿
し
"

^
の

|
人
は
本
書
は
脒
に
左
典
眷
0 .
類
に
入
つ
て
ゐ
る
か

、
ら

從

來
 

よ
り
も
®
に
利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
も
謂
つ
た
y
H
分
の

|
世
紀
を
經
て
弭
版
を
世
に
問
ふ
所
以
は
玆
に
在
る」 

(
p

r
e

z
i

i
.

)
:

.へ
'.
•

撒
に
本
書
が
古
典
的
色
彩
を
帶
ぶ
る
以
上
，
之
に
對
す
る
批
評V

J

か
紹
介V

J

か
は
素
よ
9

擧̂
に
遑
な
き
程
で
め 

つ 
一V

.單
に

巩

版

の

事

.«
を
語
る
事
に
侬
つ
て
紹
責
の
伢
務
は
終
る
S
言
つ
て
'も
よ
い
■の
で
あ
る
。
併
し
私
は
久
し 

き
以
前
よ
り
前
揭
怫
！I

書
'を
增
井
敎
授
ょ
6
貸
典
S
れ

フ

多

外

ノ

の

親

し

み

を
-!
®
え
て
ゐ
る
關
係
か
ら
、
こ
の
機
を
利 

用
し
て
そ
.の
內
容
の
.〗

端
を
紹
介
し
た
い
ミ
恐
ふ
-。
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